
※Pシールガスケットを先に排水フランジ側に取り付け
　ると、排水管内へはみ出し、機能を阻害するおそれが
　あります。

便器排水口外周のごみや水分を取り除き、
同梱のPシールガスケットを便器側の排水
口に取り付ける。

便器を排水フランジ本体にナットで締め付
けて接続する。なお、ナットを強く締め過
ぎて陶器を割らないようにご注意ください。
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排水管
（鉛管または塩ビ管）

15mm

便器中心線

フランジ上面 

排水管 

必ず実行

注意

フランジのテーパ部が床の中に入るよう
排水管の周囲をはつっておく。
排水管を床上約15mmでカットする。

※フランジの中心を便器中心線
　に合わせてください。
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商品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。

フランジ本体を
床面にしっかり
固定すること
フランジ本体の
固定が不十分だ
と、便器がガタ
つき、水漏れし
て家財などをぬ
らす財産損害発
生のおそれがあ
ります。

排水フランジ
本体

トーチランプで加熱する。

トーチランプ

4 タンピンなどを使って、排水管の先端を
膨らませる。

タンピン

5 フランジ面にそわせ、十分に広げる。

フランジにＴボルトを挿入して便器を仮据
えする。

ラッシャ

フランジを排水管に差し込み、フランジ
本体を便器中心線上に合わせて木ねじで
固定する。

排水管

Ｔボルトを 傾けて
挿入する。

挿入後、Ｔボルトが
倒れないようにひねる。

Ｔボルト

Ｔボルト

※鉛管の上端をはんだ付けしてください。

注 意
排水管がフランジ
の上面より飛び出
さないようにして
ください。


